


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを核とした地域
で集まれる場所作りが
必要。(子どもと高齢者の
交流ができる機会、場所
がもっとあると良い) 
 

相談先や、支援の情報

提供に対して拒否的な

感情を持つ人もいるか

もしれない。 

誰でも心配ごとを気軽に話せた

り SOS を発信できる「地域の保

健室」、いざという時の「駆け込

み寺」のような場所が必要では。 

高齢核家族世帯をは
じめ、今後支援を必要
とする人が増えてい
くのでは… 
 

困っていても、遠慮があっ
たり、相談先を知らない人
もいるのでは。 

認知症カフェのような、病気
や障害への理解を深めつつ、
関係性を構築する機会が必
要。 

地域活動の担い手
がおらず、今後へ
向けた育成も行え
ていない。 
 

太田 

気軽に集まり、活動することができる、地域

の誰にとっても拠り所となる「場所」がある 

高齢者が地域で長く暮らすこと

の出来る体制が整っている 

1 人にならない、1 人にしない 

隣近所での支え合い、見守りの輪

がある 

「子ども」を通しての交流、伝統芸能の

継承、子ども自身が地域に家や学校以外

の居場所を見つけることができる 

障がいや認知症の有無によらず、必

要なサポートを受けながら、自分ら

しく暮らすことができる地区 

子どもに関係する活動を軸に、地

域の拠点で多世代の交流が活発

にある地域 

子育てに関する資源が充実していて、地域

で安心して子どもを育てることが出来る 


